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第２章 交通・運輸 (教科書 p.46～) 

 1  交通・運輸のあらまし 

１．交通の発展と輸送の増大（教科書p.46～） 

・鉄道・自動車などの各種交通機関の発展は，18 世紀後半にイギリスではじまった（①   産業革命   ）がはじま

りである。 

・1785 年におけるイギリス人（②   ジェームス・ワット   ）の蒸気機関の発明は，海上交通としては蒸気船，陸上

交通としては蒸気機関車などの交通手段をうみだした。 

・19 世紀後半，ガソリンを主体とした内燃機関が 1884(明治 17)年に発明され，陸上交通としての自動車がアメリカ人

の（③   フォード   ）により大量に生産されるようになった。 

・航空交通については，1903(明治 36)年の（④  ライト兄弟   ）の初飛行をはじまりとして，1919(大正 8)年にはロ

ンドン～パリ間に定期航路が開かれた。 

 

２．交通需要と輸送機関 

問1 次の速度と輸送費の関係のグラフを完成させなさい。 
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図２－７ 速度と輸送費 

 

３．交通輸送体系の整備 

 高速道路のインターチェンジなどから 10分以内に到着可能な主要な空港・港湾の割合は，諸外国に比べて低い。 

 

【授業の感想】 (本日の授業で学んだことについて思ったこと，考えたこと，疑問に思ったことを書こう！) 
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４．交通計画のたてかた（教科書p．51～） 

１ 計画の手順 →(図2－9 交通計画の一般的手順） 

２ 計画の手法 

(a) 交通調査 ・・・交通状況を把握するために行う。 

問1 パーソントリップ調査と物資流動調査についてまとめよ。 

○（①  パーソントリップ調査   ）(旅客の移動) 

①どのような調査か。 

 交通の主体である人の１日のトリップごとの動きをとらえた調査 

②調査項目 

・出発地から到着地までの場所・施設・時刻 

・移動の内容(目的，手段，所要時間など) 

・移動した人の年齢，性別，職業など 

③トリップ(１トリップ)とは。 

 ある一つの目的を持った出発地から到着地までの一連の移動のこと。 

④調査の対象 

東京・大阪・名古屋，人口30万人以上の都市 [10年に１回程度実施] 

 

○（②    物資流動調査    ）(貨物の調査) 

①どのような調査か。 

対象地域内に立地する事業所から一定の割合で無作為に抽出された事業所に発着する個々の貨物について調査 

 

②調査項目 

・発地，発事業所の業種や施設の種類 

・利用した輸送機関，積み換えの有無，貨物の品目，荷姿，量 

・着地，着事業所の業種や施設の種類 

③調査対象 

 人口100万人以上の大都市圏 [10年に１回実施] 

 

(b) 交通状況の予測 ・・・将来の交通量を予測するために，（③    四段階推計法    ）がよく用いられる。 

(c) 計画案の評価 ・・・提案されている複数の計画案の中からサービスの水準，経済性，環境への影響などの観点から

評価が行われる。 

【授業の感想】 (本日の授業で学んだことについて思ったこと，考えたこと，疑問に思ったことを書こう！) 
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